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主催：公益財団法人千葉市文化振興財団（アートプレックスちば事業体） 

公益財団法人千葉県文化振興財団 

後援：千葉市、千葉市教育委員会   協力：ちば文化振興ネットワーク協議会 

運営：見る、知る、伝える千葉～創作狂言～運営委員会 

助成：芸術文化振興基金 

問合せ：公益財団法人千葉市文化振興財団（アートプレックスちば事業体）０４３－２２１－２４１１ 

●チラシデザイン 千葉大学園芸学部 1年 西願志穂 

千葉市文化センター     ０４３－２２４－８２１１  千葉市民会館        ０４３－２２４－２４３１ 

千葉市若葉文化ホール    ０４３－２３７－１９１１  千葉市男女共同参画センター ０４３－２０９－８７７１ 

京葉銀行文化プラザ     ０４３－２０２－１７９０  千葉市美浜文化ホール    ０４３－２７０－５６１９ 

千葉県文化会館       ０４３－２２２－０２０１ 

※インターネットでもご購入いただけます。 インターネット予約  千葉市文化振興財団  検索  http://www.f-cp.jp 
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信用
レクチャ ー ＆

デモンストレー ション
小笠原 匡

音日

狂言についての知識や演技方法を、 実演を交えながら解り
やすく説明致します。 先ず、はじめに、狂言の簡素な舞台の
意味、そして次に狂言独特の演技方法、例えば ・道行き（場
面が変わるときに用いる） ・擬音（効果音、動物の鳴き声な
どの表現） ・小道具（扇の使い方）などの約束事をお話し致
します。

又今回は特別に会場の皆様と 一緒に狂言の「笑しリや「泣
き」など喜怒哀楽の表現を楽しく体験して頂きます。

うおせっぽう

狂言「魚説法」
シテ 新発意 小笠原 弘晃
アド 施主 小笠原 匡

新発意（僧になったばかりの者）が 一人で留守番をしてい
るところに、ある男が住持に説法を頼みにやってきます。 新
発意は住持の代わりに出かけていきますが、お経など読んだ
事もなく、困ってしまいます。 そこで海育ちの新発意は事も
あろうに魚の名前を連ねて説法をします。 魚の名づくしで仏
法を説くのが聞き所の作品。 「何々づくし」の文章は日本文
芸の伝統のひとつです。

第
創作狂言

「はごろもかたり」
小笠原 匡、小笠原 弘晃
松代 尚子、 加藤 充華
若菜の会、 千葉大生
創作狂言体験講座参加者
作・演出 小笠原匡
制作協力 千葉大学

音日

下総国池田の郷に住む男。 なんとか嫁をもらいたいと妙見
様に願うと、 月夜に池田池に参るようにとのお告げがありま
した。

男が池にやってくると、 天女が舞い降ります。 男は、天女
がぬいだ羽衣を隠して地上にとどまらせ、夫婦となり、子を
もうけて、 千葉の殿様となるまで出世します。

しかし、 天女は羽衣を見つけるや、 天に帰ってしまいます。
男はショックのあまり、病気になってしまいますが、そこへ
天女が戻ってきて …。

おがさわら ただし

作・演出小笠原 匡和泉流狂言師
1965年東京生まれ。初世野村高（芸団協会長・人間国宝・ 文化功労者 ・ 芸術院会員）、故8世野村万蔵、9世野村万

蔵に師事。すでに狂言の大曲である「奈須与市話J「三番翌日釣狐J「 金岡J「花子Jを被く。また、新作狂言「鉢かづきJ
などの作・演出を手がける。さらに、能・狂言・文楽・落語・講談・和太鼓という6つのジャンルのコラボレー シ
ヨンをめざした「風流Jを主宰して、「万こぶJ『良忍さんJ「石川五右衛門Jなどを作・演出する。愛知万博開催記念特
別公演「ふるさとの四季j作・演出・主演。

2005年はNHK大河ドラマ 「義経I、2006年はNHK金曜時代劇I出雲の阿国Jの芸能指導を担当した。2007年には「狂言
と鼓童のコラボレー ション・ 蓬莱貴語Jを作・演出する。2013年秋期NHK連続テレビ

、
小説「ごちそうさんJ所作指導。

現在、高 狂言関西支部代表、重要無形文化財総合指定保持者、（社）日本能楽会会員、（公社）能楽協会会員、干葉大学
客員教授、桃山学院大学客員教授、佐渡 「 鼓童j指導講師。ホームペー ジhttp://www. atel ier-oga. com/

「見る、 知る、 伝える千葉～創作狂言～」とは
古くて新しい伝統文化への取り組み

房総に 伝えられてきた 民話や伝承をもとに、和泉流狂言師小笠原匡、千葉大学、公益財団法人千葉県文化振興財団、公益法人千葉
市文化振興財団、市民が新たに創り上げてきた狂言の舞台です。千葉大学、県・市の文化振興財団、N p O法人フォ ーエヴァ ーで運
営委員会をつくり運営を行っています。これまでに「千葉わらい」 「千葉の羽衣」 「鬼来迎J 「オトタチバナヒメ」 「水戸黄門と薮
しらずJと いう作品を創り、上演してきました。

〈千葉大学の取り組み〉
千葉大学の学生は普遍教育「伝統文化をつくるJの授業の中で、これまで、先輩たちが創ってきた狂言の舞台制作について学び、その伝

統を受け継ぎながら今年の台本作り・小道具作り、展示物の作成、狂言ワ ー クショップへの参加などを行っています。
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